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温度と日長との特定組合せ条件下における
大麦の槌色反応の品種間差異とその遺伝
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大麦の chlorina突然変異体を， 普通に戸外に秋播すると冬の閉その幼植物は顕著な黄




































( 1 ) 極色の現われる環境条件
高度春播性大麦6品種，夏大根麦，ゼクサンテツレa メンシュアリー C，畿内 5号，鐘狗
尾麦および印度大麦を用L、，冬季の戸外温度と温室とを利用してつぎのような7種の処理
区を設け，各処理区でそれぞれで育てた幼植物について葉の祖色黄化の可否を調べた.
A{明期一高温 B{明期一低温 {明期一高温 {明期一低温
暗期一低温 暗期一高温 Ct暗期一高温 Dt暗期一低温
E{高温長日 F{低温長日 G{自然区
これら7処理のうち， A-Dは12時間日長， E， Fの両区は 24時間日長とした.なお，
本実験では催芽種子をポ y トに移植した後温室内で4日間生育させ，第1葉のほぼ3分の
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J. B. S. 29 (印度).
やや鑓色賀化した品種 (11品種): 
二月子，三月，大正麦，大変新1号，印度大麦，アサヒ 5号，木石港3(中支)，池州(中支)，







1， Dhaiwadi， C-140.トル:t179号，露-82号， Tammi.アピシユヤ392，アピシエヤ492.
アピシユヤ632，ゼグザシデル， Nigrinudum*， Colsess 1*， C冶ast11*， Min.的-5，無葉耳，
Orange lemma，賞麦，鎌不要，有益種， 三徳33変， Brachytic， Shs 1-4，皮 7ー号， P.I. 


























暗明期期低高温祖 暗明期期低高温祖 戸外自然 2温4h室.照明内
鹿児島ゴール 0.3453 1.1615 1. 0106 0.7852 
畿 内 5 号 O.お43 1. 2246 0.8980 0.9567 
印 度 大 麦 0.5475 1. 0674 1.0844 0.8605 











































































































とは既に述べた. つぎに， 祖色を発現する短目の限界がどの位であるかを調べた. 方法
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第 2表 2交雑の F2における正常型と槌色型個体の分離
せ=
交雑組合 正常型 主E色型 計 χ2ホ P 
ンシュXアリー c(正常) 314 
109 423 0.133 0.8-0.7 
j ンシュxアリー c(正常} 230 78 308 0.017 0.9-0.8 
務 3:1として
つぎに，畿内5号とメンシュアリーCとの交雑については， Fz正常型から 32個体，祖
色型から 15個体をそれぞれ任意に選抜し， 1965年 1月に，むと同様戸外の低温を利用し
てFs試験を行なった.栽植個体数は1系統当り 20個体である.結果は第3表に示す.
第3表によると， Fz正常型個代の後代では，正常ホモとヘテロ系統の分離比が， 1: 2 
第 3表 畿内 5号×メンシュアリー Cの Fa試験
(A) F2で正常型であった個体の後代検定
正常ホモ へテロ
?? ?? ? χ2 P 
15 17 32 
2.609 (1: 2として〉






正常型 槌色型 計 χ2. P 






























































第 4表 幼植物で穏色反応を検定後戸外 (A)および高温短日 (B)
条件下へ移した畿内5号 (Pl)xメγシュアリー c(P2)の
F2および両親における平均出稼期(説明本文〉
生育条件 項目 正常型 鑓色型 差玄士 S.r 重土 S王
戸 外1)
F2 37.4土0.648 15.4土0.958 22.0" 
(P2) 40.4土0.973 (P1) 22.8土1.068 17.6輔
高温短日 2) F2 89.2土0.903 58.3土0.579
30.9脚
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附図1 呉なる環境下における処理開始後10日目の
業色の変化(品種，畿内5号)
左:明，暗期低温区
中:明期低温一暗期高温区
右:明期高温一階期低温区
附図2 2環境下における処理開始後20日目の葉色
の比較(品種，畿内5号〉
左:明，暗期高温区
右:明1銅低温一階期高温区
